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第３号
通巻第18号（令和２年度）

飯能市立博物館館報

『きっとすレポート』第 3 号

当館の館報は、博物館活動の総体を多くのみな

さんに知っていただくため発行しています。

通巻で 18 冊目となる本号は、令和 2（2020）

年度の実績報告書です。

その年度を代表する事業から選んでいる表紙の

写真は、コロナ禍で様変わりした小学 3 年生社

会科学習の見学風景です。

・コロナ禍によって影響を受けた当館の運営についてまとめました。（15ｐ）
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コロナ禍における当館の運営について
１.当館における新型コロナウイルス感染拡大防止策
　わが国で新型コロナウイルス感染症感染者が最
初に確認されたのは、令和２年１月16日のことで
ある。４月７日に新型インフルエンザ等対策特別
措置法に基づく緊急事態宣言が発令され、埼玉県
新型コロナウイルス感染症対策本部会議の決定を
経て４月８日に開催された第14回飯能市新型コロ
ナウイルス感染症対策本部会議（以下「市対策本部
会議」と略）において、４月８日から５月６日まで
の公共施設の休館が決定した。その後、緊急事態
宣言は延長され、休館期間も５月31日までとなっ
た。この間、市主催のイベント・行事は原則中止
又は延期となった。５都道県の緊急事態宣言は５
月25日に解除され、第20回市対策本部会議の決定
（５月26日開催）により、公共施設等の利用につい
ては、感染拡大を予防する「新しい生活様式」を実
践することを前提として、６月１日以降、国が示
す基本的対処方針による一定の移行期間を設けな
がら、段階的に利用条件を緩和することとなった。
当館では日本博物館協会が策定した「博物館にお
ける新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライ
ン」を基に「新しい生活様式」をとりまとめ、６月
２日（火）から活動を再開した。また６月24日には
施設の利用制限を一部緩和した。
　当館における令和２年３月以降の新型コロナウ
イルス感染症拡大防止の対策は以下の通りである。
○令和２年３月４日～４月８日
　・学習研修室　
　　利用団体に、消毒・手洗い・マスクの着用・
　　適宜な換気などの感染症対策の徹底を依頼。
  ・図書室
　　椅子の数を10脚から６脚に減らし、滞在の長
　　い利用者への声がけと１時間に１回程度の換
　　気の励行
　・団体見学
　　新規の申込みがあった場合の中止の要請
　・展示解説
　　原則実施しない
○令和２年３月28日（土）・29日（日）・４月４日（土）・
　５日（日）、４月９日（木）～５月31日（日）まで休館
○令和２年６月２日～（再開）
ア、再開しないサービス

　・団体見学の受け入れ
　・展示解説
　・歴史展示室の子ども向けワークシート「クロス
　　ワード」
　・「身近な自然」コーナーでのハンズオン展示
　　（飯能河原の石、矢颪テフラ層を観察する顕
　　微鏡など）
イ、来館者の安全確保のために実施したこと
　・マスクの着用、手洗い・手指の消毒の徹底、
　　洗面所での手洗い、咳エチケットの励行
　・来館者同士の距離を２メートルほど空けるこ
　　とへの協力要請
　・来館前の健康状態の確認と検温
　・来館者自身が来館日時を記録することを要請
　・来館自粛を求める条件（発熱、咽頭痛がある
　　場合など）の設定
　　以上をホームページならびに入口外の看板に
　掲示した。
ウ、施設管理
〈館内〉
　・エントランスホールに手指消毒用ボトルを設置
　・午前と午後に１回ずつ館内の把手、手すり、
　　ケースなどのアルコール消毒
〈窓口〉
　・窓口で行列ができた場合、１ｍの間隔を保て
　　るようにするためのフロアマーカーの設置
　・窓口にビニールカーテンの設置と金銭授受の
　　際のトレーの使用
〈図書室〉
　・６脚に減らしていた椅子を４脚に減らし、向

再会時の入口表示とアルコール消毒液
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考備どな容内の更変・日定予施実響影名示展

収蔵品展「手紙が語る戦争」 会期短縮 終了：5/10（日）→4/8（水） 臨時休館による

自然写真展「天覧山・多峯主山の鳥たち」 会期短縮 開始：5/17（日）→6/2（火） 臨時休館による

駿河台大学野村ゼミナール実習展示
「木、嬉々として」

会期変更
会期：6/7（日）～6/21（日）→7/26（日）～

　　　　8/9（日）

飯能市平和都市宣言記念

「ヒロシマ・ナガサキ原爆資料展」
延期 令和3年度に延期

東京2020の延期による

代替として埋蔵文化財出土

品展を実施

学習会名 影響 実施予定日・変更の内容など 備考

自然観察会「身近な自然を見る！春のミニ

植物観察会」
中止 予定日：４月14日（火）

第531回日曜地学ハイキング「名栗の自

然と地質、人々のくらし」
中止 予定日：４月19日（日）

地学団体研究会埼玉支部

と共催

小学３年生見学対応展示「むかしのくらし

～民家の台所再現～」関連事業 「火のし・

炭火アイロン／石臼体験」

中止 予定日：２月７日（日）

現地見学会「戦国の中山と「天神様のお

祭り」を訪ねて
中止 予定日：３月28日（日）

月３／月６：日定予止中会修研体全員芸学民市
６月は館外研修会、３月は

活動報告会など

考備どな容内の更変・日定予施実響影名業事

中学生社会体験チャレンジ(職場体験)の

受け入れ
校4内市月21：期時施実止中

小学３年生社会科「市の人々のくらしのう

つりかわり」学習
変更

小規模校のみ見学受け入れ、それ以外は

出張授業
１校不参加

【個別事業】

【全般】

・展示解説の中止

・ハンズオン展示の撤去

【全般】

・定員数の縮減

・学習研修室の利用可能人数の制限による会場変更

　…特別展関連講座、市民学芸員(博学連携)定例会など

【個別事業】

【個別事業】

令和２年度新型コロナウイルス感染症拡大防止のため変更された事業

　展

示

動
活
育
教

の
他
の
そ

動
活
育
教

令和２年度に当館が取った新型コロナウイルス感染拡大防止

策のほか、４月から５月の休館中に実施した新たな教育サー

ビス「おうちミュージアム」などについて紹介しました。ま

た中止・延期を余儀なくされた事業を一覧にまとめ、記録と

して残しました。（15～17p）

本号の特徴

令和 3 年 12 月発行、56 ページ

700 円（税込み）



■令和２年度の主な実績

①当該年度の入館者数は、これまでで最

　も少ない23,733人でした。→68ｐ

②「きっとすデジタルアーカイブ」の公開を開始しました。→16p

③講師派遣件数は、休館期間を除けばほぼ例年並みの実施件数を維持しました！→50p

…当館に来館経験のない市民に、当館の存在を知ってもらえる数少ない機会として、コロナ禍でも市民の
　みなさまのお声がけがあれば積極的にでかけました！

新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言発出
に伴う休館期間を利用してクラウド型収蔵品管理シス
テムへの近代絵画資料の登録を進め、令和３年４月よ
り「きっとすデジタルアーカイブ」の公開を開始しま
した。

　また、11月よりツイッター
の当館独自のアカウントの
運用を開始しました。

令和２年度の入館者数は、常設展示改装
工事のため10ヶ月間休館していた平成
29年度を除き、これまでで最も少なく
前年度比35.2％の減となりました。


